
２
０
１
６
年
（
平
成
28
）
12
月
発
行
の
「
さ

く
ら
」
北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
で
、
白
洲
灯
台

に
よ
り
浅
瀬
に
苦
し
む
船
、
人
命
を
守
ろ
う
と

し
た
岩
松
助
左
衛
門
を
取
り
上
げ
た
。
人
を
、

社
会
を
守
り
、
発
展
を
期
し
た
そ
の
生
涯
、
生

き
方
は
多
く
の
人
を
魅
了
し
て
い
る
。
そ
の
こ

と
は
、
彼
の
子
孫
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
た
。
今
回
紹
介
す
る
安
部
熊
之
輔
も
そ
の

一
人
。
彼
も
ま
た
、
今
日
の
社
会
に
大
き
な
足

跡
を
残
し
て
い
る
。

北
九
州
市
小
倉
南
区
の
湯
川
一
帯
、
足
立
山

の
南
山
麓
に
位
置
す
る
安
部
山
公
園
。
春
３
月
、

約
1
万
７
４
０
０
平
方
㍍
の
緑
地
は
約
４
０
０

本
の
桜
に
覆
わ
れ
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
市
外
か

ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
、
心
を
、
体
を
な
ご
ま

せ
る
。
園
内
山
側
に
は
和
気
清
麻
呂
像
や
安
部

熊
之
輔
翁
頌
徳
碑
な
ど
も
立
つ
。
清
麻
呂
像
は

安
部
が
生
前
の
１
９
２
３
年
（
大
正
12
）
に
建

立
し
て
い
た
も
の
。
そ
の
後
地
震
や
風
化
で
倒
れ
、

１
９
９
３
年
（
平
成
5
）
に
再
建
さ
れ
た
。
公

園
は
１
９
０
５
年
（
明
治
38
）、
原
野
だ
っ
た
こ

の
地
を
果
樹
園
か
つ
桜
苗
を
育
て
る
地
と
し
て

彼
が
開
墾
し
た
も
の
で
、の
ち
、そ
の
名
か
ら「
安

部
山
公
園
」
の
名
称
で
親
し
ま
れ
、
か
つ
歴
史

を
感
じ
さ
せ
る
。

さ
ら
に
公
園
開
発
へ

彼
は
岩
松
助
左
衛
門
の
長
男
・
長
之
助
の
長

子
と
し
て
企
救
郡
長
浜
浦
（
北
九
州
市
小
倉
北

区
長
浜
）
で
１
８
６
１
年
（
文
久
元
年
）
出
生
。

父
長
之
助
は
33
歳
の
若
さ
で
没
し
た
が
祖
父
助

左
衛
門
は
当
時
ま
だ
健
在
で
、
灯
台
建
設
を
目

指
し
て
小
倉
藩
な
ど
へ
の
働
き
か
け
、
資
金
集

め
な
ど
に
奔
走
し
て
い
た
。
助
左
衛
門
没
後
、

灯
台
建
設
は
父
の
弟
栄
吉
が
継
ぎ
、
熊
之
輔
は

１
８
７
７
年
（
明
治
10
）、
製
缶
工
を
志
し
て

上
京
、
横
浜
で
働
い
て
い
た
時
、
１
８
８
１
年

山
梨
県
で
ブ
ド
ウ
栽
培
を
見
て
一
転
、
果
樹
園

芸
を
志
し
た
。
21
歳
だ
っ
た
。

１
８
８
５
年
（
明
治
18
）
に
帰
郷
し
、
遠
賀

郡
戸
畑
町
中
原
（
現
：
北
九
州
市
戸
畑
区
）

で
果
樹
園
開
発
を
試
み
た
。
そ
の
一
環
で
全
国

の
ミ
カ
ン
栽
培
地
を
調
査
、
研
究
し
て
回
り
、

そ
の
成
果
を
「
日
本
の
蜜
柑
」
と
題
す
る
本
と

し
て
出
版
す
る
な
ど
、
異
様
と
も
い
え
る
程
の

入
れ
込
み
の
果
樹
園
芸
生
活
。
そ
の
後
、
ア
メ

リ
カ
に
も
渡
っ
て
研
究
を
深
め
た
。
そ
れ
ら
の

結
果
か
ら
、
１
９
０
５
年
（
明
治
38
）、
中
原

の
地
は
果
樹
園
に
は
不
向
き
と
判
断
し
て
土
地

を
安
川
敬
一
郎
に
売
却
し
、
母
の
郷
里
・
湯
川

に
原
野
を
購
入
、
柑
橘
、
ビ
ワ
、
梨
な
ど
の
果

樹
園
造
り
と
と
も
に
桜
苗
の
育
成
を
始
め
、
今

日
の
安
部
山
公
園
に
つ
な
げ
た
。
ち
な
み
に
、

安
川
に
売
却
し
た
中
原
の
地
が
今
日
の
九
州
工

業
大
学
で
あ
る
。
本
来
の
姓
・
岩
松
が
安
部
に

な
っ
た
の
は
東
京
か
ら
帰
郷
後
の
１
８
８
９
年

（
明
治
29
）、
親
族
の
西
谷
村
（
現
小
倉
南
区

高
野
）
庄
屋
、
安
部
茂
平
の
養
子
に
な
っ
た
た

め
で
あ
る
。

思
い
は
祖
父
と
同
じ
　 

人
を
助
け
る
こ
と

湯
川
の
一
帯
は
明
治
末
年
に
は
桜
の
園
と
し

て
有
名
に
な
っ
て
公
園
化
が
進
ん
だ
。
彼
は
ま
た
、

そ
の
こ
ろ
農
協
の
前
身
・
農
会
の
組
織
作
り
に

も
尽
く
し
、
ま
た
園
芸
技
術
者
の
育
成
な
ど
に

努
め
て
い
る
。こ
れ
ら
の
実
績
か
ら
１
９
１
５
年

（
大
正
4
）
に
は
衆
議
院
議
員
に
当
選
。

１
９
１
８
年
に
は
小
倉
電
気
軌
道
株
式
会
社

を
創
設
し
た
。
小
倉
中
心
部
と
北
方
間
に
そ
れ

ま
で
の
馬
車
鉄
道
か
ら
脱
皮
し
、
路
面
電
車
を

走
ら
せ
る
会
社
。
2
年
後
運
行
を
開
始
し
、
後
、

九
州
電
気
軌
道
、
さ
ら
に
西
鉄
に
よ
っ
て
運
行

さ
れ
１
９
８
０
年
（
昭
和
55
）
の
廃
線
ま
で
60

年
間
、
市
民
の
主
要
な
足
で
あ
り
続
け
た
。
気

付
く
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
市
民
に
身
近
な

存
在
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
１
９
２
５
年（
大

正
14
）
8
月
、
65
歳
で
死
去
。
公
園
に
あ
る
彼

の
業
績
を
称
え
る
頌
徳
碑
で
、
時
の
東
京
農
業

大
学
校
長
横
井
時
敬
氏
は
彼
を
激
賞
し
て
「
君

が
功
績
を
永
遠
に
伝
え
ん
こ
と
を
図
る
」
と
記

し
て
い
る
。

安
部
熊
之
輔
と
祖
父
・
岩
松
助
左
衛
門
の
地
・

長
浜
と
同
郷
の
人
が
、
岩
松
助
左
衛
門
翁
顕
彰

会
副
会
長
の
清
田
禮
助
さ
ん
（
82
）。
父
清
六

さ
ん
は
漁
師
で
、
同
じ
長
浜
の
人
と
し
て
助
左

衛
門
の
こ
と
は
父
か
ら
よ
く
聞
い
て
い
た
と
い
う
。

「
当
時
、
漁
民
も
農
家
も
皆
、
貧
し
か
っ
た
。

そ
の
中
で
助
左
衛
門
は
漁
民
を
助
け
よ
う
と
図

り
、
そ
ん
な
祖
父
を
見
て
育
っ
た
熊
之
輔
は
貧

し
い
人
た
ち
を
何
と
か
助
け
た
い
、
と
の
思
い
で

生
涯
を
捧
げ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
、

安
部
山
公
園
に
熊
之
輔
翁
顕
彰
碑
は
あ
る
も
の

の
、
知
る
人
は
少
な
い
。
見
る
人
も
い
な
い
。

彼
の
顕
彰
会
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
訴
え

て
い
る
。

シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ　

村
田
和
夫

桜満開の安部山公園に立つ
安部熊之輔翁頌徳碑

今
回
の
歴
史
文
化
塾
は
感
染
予
防
の
た

め
中
止
致
し
ま
す
。

北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
　
第
五
十
回

安
部
山
公
園
創
設
者
安
部
熊
之
輔

祖
父
は
海
で
人
を
守
り
　
孫
は
陸
で
人
、
果
樹
を
育
て

果樹園芸などの農事、公園開設をはじめ社会各方面で活躍した安部熊之輔


